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アメリカにおけるオンライン教育は、過去 20 年の間に劇的に増えています。私の執筆した以前の原

稿（Porter, 2020a）で述べたように、2016 年にオンラインラーニングコンソーシアムが主催した調

査(Seaman, Seaman, & Allen, 2020)によると、アメリカでオンライン教育に参加する学生の数は、14

年もの間増加し続けました。同時に、2012 年から 2016 年の間だけを見ても、対面式授業を受ける学

生の総数が 100 万人以上（6.4％）減少しました。COVID-19 以前から、アメリカのほぼ全ての公立お

よび私立の大学ではすでにオンライン教育が発達しており、現在ではその大多数がオンライン授業の

みで取得できる学位プログラムを提供しています（United States Department of Education, 2020）。

この傾向はパンデミックにより加速されており、オンライン教育において、世界全体の大きなスケー

ルでの実験を余儀なくされています。 

 これらの全ての事柄は、現在アメリカに居住する留学生に直接的な影響を与えるでしょう。本稿で

は、パンデミック禍におけるオンライン教育への移行が、どのような類を見ない形で今の留学生に影

響を及ぼしているのか、また、今後アメリカの大学で学位を取得しようとする学生が留学を決意する

にあたってどのように影響するかについて述べたいと思います。また、オンライン授業と学位プログ

ラムのメリット・デメリットや、多種多様なオンラインプログラムと教育機関の中からオンラインプ

ログラムを選択する際に、学生が検討する必要のある様々な要素についても述べます。 
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パンデミック禍における留学生とオンライン授業 

 アメリカに居住する留学生は、アメリカの法律により、各学期に定められた単位分のオンラインコ

ースしか受講することができません。大学の学部留学生は、フルタイムの学生とみなされるためには

少なくとも 12 単位を取ることが必要ですが、オンライン授業で利用できるのは、そのうち 3 単位だけ

です。そのため、もし全学期間中にオンラインで 6 単位、対面式授業で 6 単位を取得した場合には、

アメリカでは留学生としての法的地位を失うことになります。大学院生の場合は、必要な 9 単位のう

ちオンラインで取得できるのは 3 単位以内です。この法律は、セキュリティ上の懸念に対処すること

を目的としています。アメリカ政府は、留学生が留学を目的として滞在しており、それ以外の理由で

の滞在ではないことを保証するため、キャンパス内にいる必要があるとしました。この法律は、パン

デミックによってほとんどのアメリカの大学で対面式授業が中止されたため、春に免除されました。 

 春と夏の間に、すでにアメリカの多くの大学では、秋にはオンライン授業のみを実施することを決

定していました。その他の大学では、学期を閉鎖することはせずにオンライン授業を増やして対面式

授業を減らすことにしました。秋が近づくにつれても、留学生に対して規制上限を超えるオンライン

授業の受講が許可されるかについて、政府から大学へは何の保証もありませんでした。そのためオン

ライン授業への移行が留学生にとって問題となりえるのかどうか、彼らのアメリカにおける法的な位

置づけにどのような影響を与えるのかどうか定かではありませんでした。 

2020 年 7 月 9 日になって、アメリカ政府は、留学生がアメリカに合法的に滞在する間、大半の授業

をオンラインで受講しても良いとして春に導入した免除措置に関して、解除をするという最終規定を

発表しました。最終規定によると、アメリカ在住の留学生は秋学期に限られた数のオンライン授業を

取るか、そうでない場合には新学期が始まる前にアメリカを出国しなければならないとのことでした。

同日、ハーバード大学は秋学期には対面式授業を実施しないと発表しました。その当時、アメリカに

は 100 万人を超える留学生がいました。この最終規定のもと、アメリカの大学に在籍していた大多数

の留学生は、秋学期が始まる前に出国しなければ、不法滞在と見なされることになったのです。政府

の発表と最終規定への反応は素早く劇的でした。全ての主たる高等教育機関は政府代表に大声をあげ

抗議し、ハーバード大学や東海岸にあるその他の大きな学校を含む多くの学校が団結し、連邦政府を

告訴しました。 

その 2 週間後には、アメリカ政府はこの新しい規定の撤回に合意することになりました。秋にオン

ライン授業を受講する留学生は、ハーバード大学のようなオンラインのみを扱うプログラムに登録し

ていたとしても、2021 年の春までアメリカに合法的に滞在することができるようになりました。しか

しながら、新規の留学生がオンライン授業のみの学校へ入学しようとする場合には、アメリカへの入

国は許可されません。秋学期にオンラインと対面式の混合型の授業をすることを決定していたテキサ

ス州のほとんどの大学にあっては、秋学期に新規の留学生を受け入れることができます。対面式授業
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のある大学の留学生については、いくつかの対面式授業を受講する限り、上限以上のオンライン授業

を受講することを許可されています。 

このパンデミックの後、そしてその将来にかけても、アメリカの教育機関におけるオンライン教育

への移行は、現役留学生とこれからの留学生に対して、選択とジレンマを与えることになるでしょう。

ジレンマについては、アメリカの教育機関が提供するオンライン授業数の増加と、留学生が受講でき

るオンライン授業数への制限によって引き起こされるでしょう。選択については、オンライン授業が

利用可能になることで、学位取得のためアメリカへの渡航を目指すのか、もしくは自宅からオンライ

ンで学位を取得するのかを選択する機会がますます増えるということです。このことはパンデミック

以前からすでにアメリカで行われている英会話プログラムに影響を与えており、学位取得のため渡米

を選択した学生の決断にも今後影響を与えることになるでしょう。 

 

アメリカにおける英語学習プログラム参加への急激な減少 

 オンライン授業への移行は、アメリカで英会話トレーニングを受けた留学生の中ですでに起こって

います。アメリカで英語プログラムを受講する留学生の数は、過去 5 年間だけを見ても劇的に減少し

ています。米国国際教育研究所のオープンドア報告書の推計によると、アメリカで英語を勉強する学

生の数は2015年の133,335人から2019年には75,379人に減少しました（Institute for International 

Education, 2020）。この劇的な減少の理由の一部には、英会話学習がオンラインで可能になっている

ことがあります（Benshoff, 2018; Civinini, 2019; Redden, 2019; Viggo, 2020）。現在起こってい

るパンデミックも、学位取得を目指す留学生に同じ影響を与えるかもしれません。筆者の予想では、

自宅からオンラインでアメリカの学位を取得しようとする学生は増加するでしょう。国を行き来する

リスク、ますます難しくなるアメリカのビザ取得とかさむ取得費用、安全に関する心配や個人がアメ

リカで学位取得するのに必要な高いコストは、オンライン化の傾向の他の要因と言えるでしょう。 

 

COVID-19 以前の留学生とオンラインプログラム 

 これまで、オンライン教育プログラムは留学生に特に人気があるものではありませんでした。過去

10 年間、アメリカの大学ではオンラインプログラムが急激に成長する一方、留学生に向けての促進や

登録に関しては成功しているとは言えませんでした。国立教育統計センター（United State Department 

of Education, 2020）の最新データによると、2015～16 年にはアメリカに住む留学生の 35％が少なく

とも 1 つのオンライン授業を受講していました。アメリカの大学ではオンラインで提供されるコース

が増えているため、上述の留学生の中には、オンラインコースを選ぶ他に選択の余地がなかった学生

もいたかもしれません。オンライン授業のみのプログラムに登録した留学生はたった 6％ほどでした

（Durrani, 2020）。移民ではない留学生は、アメリカに滞在しながらオンラインのみのプログラムに
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参加することが認められていないため、この 6％の学生はアメリカ国外からのプログラム参加者でし

た。そのため、少なくとも 2020 年までは、アメリカの大学のプログラムに参加する 94％の留学生が

対面式授業を受けていました。この調査は「留学生」の定義を示していないため、オンラインのみの

留学生数は 6％より低い可能性もあります。US ニューズ＆ワールド･レポートの年次調査によると、

2016-2017 年に 150 程のランク付けされたオンラインの学士号プログラムに登録した留学生はたった

8,524 人であったとのことです。これは、アメリカの教育機関で現在勉強している 100 万人以上の留

学生の中では少ない割合です（IIE，2020）。この数は、留学生がオンラインで勉強をするメリットを

発見していく中で、COVID-19 とその他多くの要因によりこの先 10 年程の間にこの数は増加していく

傾向にあるでしょう。 

 

留学生にとってのオンラインプログラムのメリット 

 オンラインプログラムには多くの利点があり、それらの要素がアメリカの学生の中でのオンライン

プログラムの受講を促進させる要因です。これらのメリットは留学生にも当てはまります。 

柔軟性― オンラインプログラムは対面式と比べいくつもの点でより柔軟です。この柔軟性は、ア

メリカで学位を取得するために離職したりアメリカに引っ越すことができない学生に魅力的な特性

となります。アメリカの大学に在籍する留学生はフルタイムで登録することが求められます。自国

からオンラインプログラムに参加する学生は、パートタイムで学習することが可能であり、プログ

ラムを休止することもできます。対面式授業が特定の時間と場所で実施される中、オンライン授業

はそうではありません。そのため、学生は自分のスケジュールに合わせて学習課題に費やす時間を

決めることができます。この柔軟性により日本にいる学生はアメリカの学位取得を目指しながら働

き続けることが可能となり、学習課題を夕方や週末に行うことができます。オンライン学習の特性

はまた、授業を 1 つ受講してみてプログラムを調べる機会があるということです。それにより、こ

の投資が価値のあるものか否かということを、アメリカに引っ越してきてフルタイムのプログラム

に取り組む前に知ることができるのです。 

復習と繰り返し― 対面式授業では、学生はリアルタイムの講義を通して、情報を得る機会が 1 度

だけしか与えられません。オンラインクラスでは、録音された講義などを含め、授業内容を学生が

望むだけ何度でも復習することができます。これは、リアルタイムで講義を聞きながらノートを取

ることが極めて難しいと感じる第二か国語を学習する学生にとって非常に助かります。 

費用― アメリカ人学生と留学生の両者が抱える心配事には、アメリカの大学費用の劇的な増加が

あります（Porter, 2020b）。アメリカのほとんどの家庭では学士号の費用を支払うことができず、

結果的に学生の負債は手の付けられない額になります（Eyermann, 2019）。留学生がアメリカの公立

大学に通うための学費は州外学費が適用されるため、多くの場合、少なくともアメリカ人学生の学
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費の 2 倍の金額を支払うことになります。オンラインプログラムは費用にばらつきがありますが、

テキサス工科大学（TTU）のような公立大学のオンラインプログラムの多くは州内学費と同等の学費

や手数料です。もし留学生が奨学金なしにキャンパスで勉強をしようとすると、TTU では州外の学

費を支払うことになり、その額は州内の学費の 2 倍の金額となります。費用は教育機関により異な

りますが、一般的に、オンラインプログラムに参加する留学生は対面式のプログラムよりも低い額

で済むでしょう。 

  学生は自宅からオンラインで受講できるため、自分が選んだ大学の所在地での生活費に関係なく

アメリカのプログラムを検討することができます。一例を言うと、多くの一流大学が所在するボス

トンのような街に住むための費用はとても高いです。オンライン学生はボストンでの生活費を支払

う必要がないので、ボストンにある大学のプログラムにより手を伸ばしやすくなります。そのため、

オンラインプログラムへの参加は、キャンパス内のプログラムに通う学生が利用できないような選

択肢を与えてくれるのです。 

  アメリカのコミュニティカレッジ（以下「CC」という。）もまたオンラインプログラムを提供して

います。もしアメリカの 4 年制大学に通う金銭的余裕がないのであれば、節約するためのもう 1 つ

の方法として、最初の 2 年間はオンラインでコミュニティカレッジに通うことです。CC でのオンラ

インプログラムは大学のそれよりも随分少ない費用で済みます。日本の学生が、4 年間のプログラ

ムを CC のオンラインコースから始めるとします。必須の一般教養課程を 2 年間で終えて CC で短期

大学士(Associate’s degree)を取得した後は、残りの 2 年の課程を大学で修了することができます

（オンラインでも対面式でも）。この学士号に向けてのオンラインの道は、アメリカの学位取得のた

めの費用をかなり軽減させるでしょう（Friedman, 2020）。 

 

オンラインプログラムのデメリット 

 パンデミック以前、アメリカ国外からオンラインプログラムに登録していた留学生がほとんどいな

かったことには理由があり、それには以下の要因が含まれます。 

自己責任（アカウンタビリティ）の不足― 様々な理由で、オンライン学位プログラムにおける学

生は、キャンパス内で対面式プログラムを受講する学生よりも高い率で不合格やドロップアウトに

なっています。同じ教育機関の対面式授業を受ける学生とオンライン授業の学生の結果を比較する

と、対面授業を受ける学生より、オンライン学生が 39％高い確率（64％対 46％）でドロップアウト

を経験しています（Protopsaltis & Baum, 2019）。この理由の 1 つは、改善されつつあるとは言え、

オンラインプログラムでは、自己責任の不足や対面での交流が少ないからです（Bettinger, Fox, Loeb, 

Taylor, 2017）。留学生はアメリカ人学生と同様に、オンラインプログラムで成功するためにセルフ

モチベーションを高く保たなければなりません。 
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オンラインによる注意力の散漫― 対面式とオンラインの学生を比較した研究によると、オンライ

ン授業を受ける学生は、マルチタスクをする傾向がはるかに多くありました（Lepp, Barkley, Karpinsk 

& Singh, 2019）。インターネット上には、学校の課題と関係のないことがたくさんあり、オンライ

ン学生は一般的な対面式授業を受ける学生よりも、このような誘惑で集中力が散漫しやすいのです。 

アメリカでの雇用とオンライン学位プログラム― アメリカで対面式授業により学位取得を目指す

留学生が学位を取得した後、学んだ分野に関連した実務経験を積むために最低 12 か月働く機会を与

えられます。多くの留学生がアメリカで学位取得を目指す主な理由の 1 つは、卒業後、就労のため

の資格証明を得られることです。多くの留学生が学位を取得し働いて、現在は永住者又は米国市民

となっています。就労のためアメリカに残る計画のない学生にとっても、母国に帰国する前にアメ

リカで就労経験を得る絶好の機会です。上記のことは、たとえ同じ教育機関で取得した学位だとし

ても、オンラインで学位を取得する学生には難しいため、もし学位取得後にアメリカで働くことが

目標である場合には、オンラインプログラムは一般的には良い選択とは言えません。 

多大な時間を必要とするオンラインプログラム― 一般的に、オンラインコースでは依然として多

くの課題が課せられています。オンラインコースは本格的に、対面式コースより易しいということ

はなく、留学生にもアメリカ人学生にも、場合によってはより難しく困難であるかもしれません（Stern, 

2004; Kung, 2017;）。学生は、受講しているそれぞれのオンライン授業に対して毎週多くの時間を

費やすことを覚悟しなければなりません。その一方、オンライン学生は各教室に直接足を運び対面

式授業に何時間も参加しなくても良いため、時間を節約することもできます。 

認証評価の不足と低い質― 全てのオンラインプログラムが正規又は認可コースではないことに注

意が必要です。オンライン学位プログラムを提供する教育機関は多種多様であり、自分が検討して

いる教育機関を慎重に見て、プログラムに登録する前に認証評価やプログラムの質に関する重要な

質問に返答をもらう必要があります（Ross, 2018）。 

 

アメリカにおける様々な種類のオンラインプログラム 

 オンラインプログラムを提供する大学は多種多様です。各州の大規模な公立学校の全てでオンライ

ンプログラムを提供しており、またアメリカ中のほとんどの一流私立学校でも様々なオンラインプロ

グラムを提供しています。また、オンライン専用の営利学校も存在します。他にも、ユニバーシティ・

オブ・ザ・ピープル1のような、世界中の人々に向けた、あまり高額でない費用の学位プログラムを提

供する新しい（アメリカに基盤をおかない）オンライン専用の非営利学校もいくつかあります。それ

から、コーセラ2（Coursera）、エデックス3（Edx）やユダシティ4（Udacity）のようなオンライン教育

                                                  
1 https://www.uopeople.edu/ 
2 https://www.coursera.org/ 
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機関もあります。これら３つの機関は、大規模なオープンオンラインコース（MOOCS）を非常に低コス

トであるいは無料で提供しています。これらのプラットフォームにおけるコースやプログラムの多く

は、MIT やスタンフォード、ミシガン大学の教授らによって教えられています。 

 いくつかのオンラインプログラムは、1 世紀以上にわたり運営されている学校から提供されていま

す。コーセラのようなプログラムは、つい 2012 年に創設されたばかりです。コーセラでは、工学、デ

ータサイエンス、機械学習、数学、ビジネス、ファイナンス、コンピュータサイエンス、デジタルマ

ーケティング、人文科学、医学、生物学、社会科学等の分野のプロフェッショナルコース、学位、専

門科目を提供します。 

もし仮に、コーセラを通してカリフォルニア大学サンディエゴ校の提供するビッグデータ専門分野

プログラムに登録する場合、費用はたった 399 ドルです。インベストペディア（Investopedia）によ

ると、コーセラの学習者は 2017 年の 2,600 万人から 2019 年には 4,000 万人に増加しました。これに

よりコーセラは、2026 年までには全世界で 429 億 7,000 万ドルから 654 億 8,000 万ドルの市場価値に

なると見積もられているオンライン教育マーケットで最大の提供者となりました。 

 何年もの間、専門家は、昔、新たに開発された技術が他の産業を破滅させたように、コーセラ、ユ

ダシティやエデックスのような MOOCS がキャンパス内でのプログラムを消滅させるだろうと予想して

いました。ハーバードビジネスレビューの中で、エリック ヘルウェグ氏は「Eight Brilliant Minds on 

the Future of Online Education」と題する記事の中で、オンライン教育への移行に関して自身が参

加した会議について書きました（Hellweg, 2013）。記事の中で、彼は基調講演者でハーバード大学前

学長のラリー・サマー博士を引用しています。「オンライン教育への移行を考えるとき、この賢明な引

用を覚えておくことが重要です：“物事は我々が思っているよりも起こるまでに時間がかかり、思って

いるほどよりも急速に起こる。”サマー博士の言った移行は、現時点では起こっていません。大きな宿

泊設備付きの大学は生き残っていますが、現在の危機がこの変化をもたらすかもしれません。 

 

オンラインプログラムをどう評価するか 

 オンラインのオプションは、アメリカ人学生も留学生も混乱させる可能性があります。良い大学に

は多くの評判が高く質の良いオンラインプログラムがありますが、中には投資する価値のない搾取的

な質の低いプログラムも多く存在します。そのため、生活の向上やキャリアアップに繋がらないプロ

グラムのために時間と大切な資源を無駄にしてしまうことを避けるために、検討しているプログラム

を注意深く見る必要があります。本稿では、様々なプログラムに関する詳細な議論はできませんので、

オンライン学位プログラムを検討している学生に向けた一般的なガイドラインを紹介します。下記は、

                                                                                                                                                                     
3 https://www.edx.org/ 
4 https://www.udacity.com/ 
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オンラインプログラムを評価するときに学生が問うものとして様々なウェブサイトが提案しているい

くつかの質問の一覧です（Online Degree Database, 2020: Ross, 2018）。 

このプログラムは認定されているか？― 留学生は検討しているオンラインプログラムの実績を確

認することに注意すべきです。アメリカでは、オンラインプログラムに公式の評価（認証評価）と

ランキングがつけられています。これは、特定のプログラムの正当性を判断するのに重要な情報で

す。失敗を避けるために、まずは対面式プログラムの認証評価とランキングを基に学校を選ぶこと

をお勧めします。それから、その学校は自身が興味のあるプログラムと同じものをオンラインバー

ジョンでも提供しているのか、また留学生でも低い費用で受講できるのかを調べると良いでしょう。 

教職員との関わりはどうか？― 一般的に、オンラインプログラムは対面式授業よりも個人的な関

わりが少ないことがあげられます。しかし、大規模な対面式授業はさらに関わりが少ないこともあ

り、教員と交流する機会が減ります。オンラインプログラムを検討している場合、オンライン担当

教員とどのくらい関わりを持てるかを調べることが大切です。バーチャルで学生からの質問や相談

を受ける時間を設けているでしょうか？どのくらいの頻度で宿題や課題のフィードバックをくれる

のでしょうか？メッセージやメールによく返事をしてくれるでしょうか？学校でのオンラインクラ

スにおける学生・教員間での交流に関する方針は何なのでしょうか？ 

どのようなサポートサービスが利用可能なのか？― サポートサービスは留学生にとって特に重要

です。異なる言語でコースを受講する上で学生が直面する可能性のある課題を考えると、オンライ

ンコースのサポートプログラムがクラスの成功又は失敗を左右するでしょう。書いた論文を確認し

たり補助してくれるライティングセンターはあるのでしょうか？プログラムにはコース内容の副教

材はありますか？アメリカ国外にいる学生への技術サポートはどのくらい良いものなのでしょうか？ 

授業料と手数料はいくら？― それぞれのオンラインプログラムの授業料は、とても簡単に見つけ

出すことができます。手数料も同じように重要ですが、初めは隠されていることがあります。決断

を下す前に、プログラムに係る全費用の明確なリストを得るべきです。アメリカでは、プログラム

固有の手数料がかかることがよくあるため、手数料が（オンラインも対面式も）、初めは除外されて

いる可能性が高いのです。 

アメリカと自国でどうネットワークを構築するのか？― オンラインプログラムの明らかなデメリ

ットの 1 つは、人との出会いや将来有益になり得る関係構築の機会が不足していることです。学生

は、このデメリットをオンラインプログラムがどう補うのかを調べた方が良いでしょう。例えば、

学生の母国で学校の同窓会があるのか？オンライン環境の中で学生同士、どのような交流が行われ

ているでしょうか？同期生と知り合い、将来のキャリアに助けになり得る繋がりを持つことが可能

でしょうか？ 

雇用者に認識され尊重される学位であるか？― 学生は、プログラム卒業生に関する雇用記録につ
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いての詳細を聞いた方が良いでしょう。また、対面式による学位プログラムと比較したとき、その

学校とオンラインプログラムが雇用者にどう認識されるのか検討したいと思うはずです。そのオン

ラインプログラムが名の知れたアメリカの学校で提供されているのなら、雇用者がオンライン学位

の価値を減じるリスクは減るでしょう。 

国際的に受け入れられている学位であるか？― 求めている学位が自国や国際的にどう評価される

のかについて考えることは重要です。学位を要する政府や民間部門の業務に応募する際、その学位

が就職候補の企業や政府機関から適正であると思われているでしょうか？ 

入学基準― オンラインプログラムへの入学の過程は、ほとんどの学校ではキャンパス内プログラ

ムのそれと同様のものです。いくつかの学校では基準がより高いかもしれません。2016 年 7 月から

2017 年 6 月までにオンライン学士号プログラムへの入学が認められた志願者の平均人数は、キャン

パス内の学士号プログラムの平均受け入れ率よりわずか2.4％高いポイントでした（Friedman, 2018）。

学生は、低い入学基準を設けている学校に対し慎重である必要があります。なぜならそれは、プロ

グラムの水準が低かったり、学位の価値も疑わしいかもしれないからです。ランク付けされたオン

ラインプログラムの入学基準では、同じ大学で、対面式学位プログラムへの入学必要条件と似てい

るかほぼ同等です。 

 

結論 

 今回の危機に至るまで、アメリカの大学はすでに多くの困難に直面しました。その多くについては

以前執筆した原稿で説明しています（Porter, 2020b）。ハーバードビジネスレビューの記事によれば、

現在の危機が大学に対し経営モデルの根本について再考を強いるだろうと述べています。これによっ

て、講義スタイルの授業や 4 年間の寮での居住経験などの伝統からの移行に刺激が与えられることに

なるでしょう（Govindarajan, Srivatava, 2020）。アメリカの大学がオンラインに移行していく中で

留学生に必要なことは、対面式授業で得られる学位の価値と、自宅からパートタイムかフルタイムで

アメリカの学位取得を目指すメリット・デメリットについて、真剣に天秤にかけることです。今後数

年間のうちに仕事がオンラインに移行していき（地理的境界を越えて）、より多くのアメリカの大学授

業がオンラインになっていき（アメリカ在住の留学生が受講するクラスが取れなくなるかもしれず）、

留学生を歓迎するというアメリカの気質が減少していく中で、今後多くの留学生がアメリカの学位取

得のためオンラインという選択肢を選んでいくでしょう。 

 

（編集部注：本稿は、原文の英文を編集部で和訳したものです。） 
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